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記 念 事 業
今後のスケジュール

創立100周年が開幕！！
花とみどりと食の創造・未来へ
　100年の歴史　花咲く　府立園芸高等学校

From  1915   To  2015

いよいよ、待ちに待った創立100周年の秋を迎えました。
本紙がお手元に届くころには、記念事業も一部は完成しており、それ以外につきましても準備を進めているところです。
それらの現況についてご報告いたします。

１．記念碑的構造物の建設
　　⑴ 同窓会館の改修工事
　　⑵ 記念碑の建立
２．記念式典
　　⑴ 記念誌の編纂
　　⑵ 記念式典・祝賀会の開催
３．イベント関係
　　⑴ 校地の航空写真撮影等
４．生徒への支援活動
　　⑴ 卒業生による人材バンクの設立等

平成27年
２ 月 １日	 大園同窓会総会＜箕面＞
５ 月28日	 ホームページリニューアル
８ 月26日 	 懸垂幕設置

９ 月１日	 100周年記念碑除幕式
11月21日	 100周年記念式典

平成28年
１ 月	 大園同窓会＜箕面＞
２ 月	 記念誌完成・発送
３ 月	 同窓会館補修・完成

＊あくまで予定ですので、詳細は順次お伝えしま
す。
　また、ホームページでもお知らせいたします。

　創立100周年記念誌に収蔵するに相
応しい資料や秘話がありましたら、是
非、同窓会事務局までお知らせくださ
い。（母校内事務局まで郵送またはホー
ムページを使った連絡）
・平成５、６、７年発行の同窓会報
・�創立40周年記念事業の内訳について
（噴水･プール・同窓会館の建設は除
く）

・�昭和24年に設置された普通科に在籍
されていた人達のその後

・�昭和26、28、31、32、34、42年度
に就任されたＰＴＡ会長のお名前（氏
名）

　なお、連絡は大園同窓会事務局宛（８
ページに記載）でお願いします。文字
を確認する必要からも電話での連絡は
お受けできません。

　100周年記念事業に、多くの同窓生、諸先生方及び関係者の方々から寄付を頂戴しました。大変有難うございます。記念事業の成功と
100周年以降の母校の発展のために使用させて頂きたいと考えております。記念式典も目前に迫っておりますが、寄付のお問い合わせが
日々ございますので、再度のお願いで恐縮ですが、ご支援を頂ける方には、本年11月30日までにご協力をお願い致します。以前にお送
りしております振込み用紙をお使い下さい。
☆振込み口座　　ゆうちょ銀行　　0 0 9 3 0　−　1　−　2 3 4 0 6 5
� 大阪府立園芸高等学校　創立百周年記念事業実行委員会

100周年資料提供のお願い

記念事業への寄付のお願いとお礼

百周年にむけて国道171号線の防音壁に作成中の壁画
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創立百周年記念事業

実行委員会

大園同窓会事務局よりのお願い
１．会員データ登録のお願い
　会員の現住所等の基本データは、会則に則って㈱サラトにて管
理されております。しかしながら、登録更新がなされず、多くの
卒業生・教職員関係者が不明扱いになっております。この会報が
届いている方以外は、殆どが未登録状態です。幹事の皆様を初め、
個々の方々も変更の連絡、又は、変更登録の呼びかけをお願い致
します。（連絡先はＰ８をご覧ください。）

２．会員データのご提供
　学年やクラスの同窓会を開催される場合、幹事若しくは複数名
の関係者の連名でお申し込み頂ければ、当該学年やクラスや恩師
のデータの一部を提供させて頂きます。
　お申し込みのあった方々の確認作業を行った上で、お送り致し
ます。

３．大園同窓会・幹事会を開催します。是非ともご参集下さい。
　100周年に向けて、現在、幹事の委嘱作業を進めています。卒

業生の各学年に設置する方向です。既に了解を頂いた方々も多数
おられますが、まだまだ不足しております。ふるってご参加下さ
い。

４．大園同窓会ホームページをリニューアルしています。
� 是非アクセスして下さい。
　同窓会員の交流の場として、また、情報交換の場としてホーム
ページを開設しておりますが、100周年を目前に控え、より親し
まれるようにリニューアルしております。
　コンテンツの充実、アクセスの多様化などを検討しております。
卒業生だけではなく、恩師や教職員関係者の方々のアクセス並び
に登録を宜しくお願いします。

　母校がある池田市の広報誌「広報いけだ」の５月号より母校の紹介が始まっています。農
林学校の誕生から百周年までの歴史が紹介される予定です。池田市在住でない方も池田市
ホームページからバックナンバーの閲覧が可能です。
◇閲覧の手順◇
池田市ホームページ→行政情報→広報・広聴→広報いけだ→「広報いけだ」ダウンロード
→PDF版か音声版を選択→2015年5月より開始→最終ページ「池田と園芸高校」
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同
窓
会
の
皆
さ
ん
に
は
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
７
月
下
旬
前
佐
々
木
会
長
が

突
然
逝
去
さ
れ
、
同
窓
会
一
同
謹

ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

90
周
年
以
降
、
前
佐
々
木
会
長
か

ら
100
周
年
は
お
前
が
や
れ
、
と
言

わ
れ
て
早
や
10
年
が
経
ち
ま
し
た
。

こ
ん
な
大
役
が
出
来
る
か
な
と
不

安
で
し
た
が
、
多
く
の
方
々
の
協

力
を
得
て
着
々
と
準
備
が
進
み
、

今
年
の
11
月
21
日
に
は
記
念
す
べ

き
式
典
を
迎
え
、
創
立
100
周
年
を

祝
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
100
周

年
に
あ
た
り
、
同
窓
生
の
皆
さ
ん

か
ら
は
多
大
な
ご
寄
付
を
賜
り
、

あ
つ
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
業
高
校
と
し
て
大
都
会
で
100

年
の
歴
史
を
持
つ
母
校
を
誇
り
と

思
い
、
歴
史
の
深
さ
を
痛
感
い
た

し
て
い
ま
す
。
多
く
の
同
窓
会
の

皆
様
は
地
域
農
業
や
関
連
し
た
企

業
等
に
勤
め
、
日
本
の
農
業
社
会

を
築
き
上
げ
て
き
た
方
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
日
本

の
農
業
は
毎
年
衰
退
し
、
農
業
を

目
指
す
若
い
人
た
ち
が
い
な
く
な

り
、
農
地
の
荒
廃
箇
所
が
年
々
多

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
時
代
の
背
景
か
ら
農
業
高
校

と
し
て
一
世
紀
の
歴
史
は
平
坦
な

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

特
に
、
昭
和
の
初
期
は
世
界
戦
争

で
食
料
も
不
足
し
、
学
業
も
ま
ま

な
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
が
作
物
作
り

や
、
勤
労
奉
仕
の
時
代
を
経
た
先

輩
諸
氏
の
積
み
重
ね
か
ら
、
今
日

の
平
和
な
園
芸
高
校
が
存
続
し
て

い
ま
す
。
100
周
年
は
１
つ
の
区
切

り
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
今
後
新
し

い
時
代
の
園
芸
高
校
を
発
展
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

戦
後
、
新
制
高
校
と
し
て
発
足

し
た
時
は
園
芸
科
の
み
で
あ
り
ま

し
た
が
、
時
代
の
変
化
に
即
応
し

て
農
芸
化
学
科
、
造
園
科
、
環
境

緑
化
科
、
フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ

科
等
の
学
科
を
創
設
し
て
農
業
高

校
の
生
き
残
り
を
図
っ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
今
後
も
益
々
農
業
が
厳

し
く
な
る
時
代
に
、
都
会
の
農
業

高
校
を
残
し
て
行
け
る
対
策
を
同

窓
会
も
真
剣
に
取
り
組
み
、
現
職

員
や
関
係
団
体
の
智
恵
を
拝
借
し

て
200
年
後
の
農
業
高
校
の
あ
り
方

に
向
け
て
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

同
窓
会
と
し
ま
し
て
は
、
今
後

各
学
年
か
ら
幹
事
の
方
を
数
名
選

び
、
学
年
の
同
窓
会
活
動
や
活
躍

し
て
い
る
同
窓
生
の
紹
介
、
物
故

者
、
転
居
さ
れ
た
方
の
情
報
等
を

連
絡
し
て
い
た
だ
け
る
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
各
学
年

で
同
窓
会
が
開
か
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
時
の
幹
事
の
方
は

是
非
本
部
に
報
告
し
て
い
た
だ
き
、

本
部
の
幹
事
と
な
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
毎

年
発
行
し
て
い
る
会
報
の
多
く
が

住
所
不
明
等
で
全
員
に
届
い
て
い

ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
多
く
の
方
か
ら
100
周

年
記
念
に
ご
寄
付
し
て
い
た
だ
き
、

本
来
な
ら
寄
付
者
全
員
を
記
念
式

典
に
ご
招
待
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
が
式
場
の
人
数
が
限
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
悪
し
か
ら
ず
ご
了

承
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ご
寄

付
い
た
だ
い
た
方
に
は
後
ほ
ど
記

念
誌
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

同
窓
会
員
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
園
同
窓
会
会
員
の
皆
様
こ
ん

に
ち
は
。
ご
健
勝
に
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
昨
年
度
4
月
よ
り
校

長
を
仰
せ
つ
か
り
、
2
年
目
を
迎

え
て
い
ま
す
。
会
報
発
刊
に
あ
た

り
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
母
校
の
教

育
振
興
と
在
校
生
の
激
励
の
た
め

に
平
素
か
ら
特
段
の
ご
後
援
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
い
よ
い
よ
本
年
度
、
本

校
は
創
立
100
周
年
を
迎
え
ま
す
。

大
正
4
年
に
豊
能
郡
立
農
林
学
校

と
し
て
設
立
さ
れ
、
昭
和
23
年
に

大
阪
府
立
園
芸
高
等
学
校
と
改
変

さ
れ
現
在
に
至
り
ま
す
。
こ
の
間

の
様
々
な
激
動
の
波
を
乗
り
越
え
、

現
在
の
本
校
が
あ
り
ま
す
の
は
、

ひ
と
え
に
同
窓
会
の
皆
様
の
お
力

が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

創
立
100
周
年
記
念
事
業
に
向
け
ま

し
て
は
、
記
念
事
業
実
行
委
員
会

を
中
心
に
会
議
を
重
ね
、
実
質
的

な
準
備
段
階
に
入
っ
て
い
ま
す
。

創
立
100
周
年
記
念
誌
の
発
行
、
記

念
碑
の
設
営
な
ど
着
実
に
計
画
が

進
行
し
て
い
ま
す
。
記
念
式
典
は

11
月
21
日
（
土
）
に
池
田
市
民
文

化
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
午
前
10
時

開
式
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
同

窓
生
の
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
お
越
し

い
た
だ
き
現
役
生
と
と
も
に
祝
っ

て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
100

周
年
と
い
う
節
目
を
厳
粛
な
中
に

も
華
や
か
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
現
役
生
、
教
職
員
一
同

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
同
窓
会

の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
寄
付
金

な
ど
多
大
な
ご
協
力
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

次
に
前
回
号
で
も
ご
紹
介
い
た

し
ま
し
た
、
大
阪
府
で
開
催
さ
れ

る
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
の

全
国
大
会
に
つ
い
て
触
れ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
大
会
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
や
意
見
発
表
、

農
業
鑑
定
競
技
、
平
板
測
量
競
技

な
ど
の
種
目
に
お
い
て
、
全
国
の

各
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
を
勝
ち
抜
い
て

き
た
農
業
ク
ラ
ブ
単
位
ク
ラ
ブ
の

農
業
高
校
生
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
部
門
の
日
本
一
を
競
う
大
会

で
す
。
全
国
か
ら
選
手
、
教
職
員
、

来
賓
を
合
わ
せ
て
約
5
，０
０
０
名

が
大
阪
に
や
っ
て
き
ま
す
。
大
阪

府
が
そ
の
運
営
に
あ
た
り
、
本
校

は
農
業
鑑
定
競
技
、
平
板
測
量
競

技
、
ク
ラ
ブ
員
代
表
者
会
議
の
運

営
主
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
阪

府
の
農
業
ク
ラ
ブ
も
こ
の
大
会
運

営
に
向
け
て
の
実
行
委
員
会
を
中

心
に
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
農
業
県
の
よ
う
に
学
校
数

も
多
く
な
く
、
ま
た
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
運
営
に
大
変
多
く
の
困

難
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
何

と
か
全
国
か
ら
参
加
す
る
農
業
高

校
生
に
気
持
ち
良
く
帰
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
知
恵
を
絞
っ
て
い
ま
す
。

実
際
の
運
営
に
携
わ
る
昨
年
度
入

学
の
1
年
生
の
中
か
ら
、
役
員
候

補
を
選
出
し
、
沖
縄
で
開
催
さ
れ

た
全
国
大
会
に
視
察
に
行
き
ま
し

た
。
こ
の
件
を
含
め
、
同
窓
会
か

ら
は
資
金
面
で
多
額
の
ご
援
助
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
お
願
い
ば
か
り
で
大
変
心

苦
し
い
限
り
で
す
が
、
本
年
度
も

群
馬
大
会
へ
の
視
察
、
各
種
競
技

の
プ
レ
大
会
の
運
営
な
ど
へ
の
引

き
続
き
の
ご
支
援
、
ご
援
助
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
4
年
目
を
迎

え
た
S
S
H
事
業
や
技
能
五
輪
、

各
種
発
表
会
へ
の
参
加
な
ど
活
躍

し
て
い
る
現
役
生
へ
の
支
援
も
合

わ
せ
ま
し
て
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
大
園
同
窓
会
の
さ
ら

な
る
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
園
同
窓
会
会
長

東
北
大
学
薬
学
博
士
　
鍋
谷　
　

將

大
阪
府
立
園
芸
高
等
学
校

校
　
長　

北
之
防　

勉

ご
あ
い
さ
つ

ご

挨

拶

離
着
任
の
紹
介

退
職

職

所
属

景
山　

美
幸

教

諭

数
学

末
松　
　

真

教

諭

理
科

中
村　

和
幸

教

諭

環
緑

松
尾　

眞
一

教

諭

環
緑

田
中　

俊
之

教

諭

Ｂ
Ｓ

髙
木　

克
明

教

諭

Ｂ
Ｓ

中
山　

正
範

教

諭

美
術

溝
口　
　

博

教

諭

体
育

開
発　

基
良

教

諭

Ｆ
Ｆ

名
嘉　

正
元

農
芸
員

離
任

職

転
出
先

前
橋　

健
司

教

諭

吹
田
高
校
へ

岩
谷　

礼
子

教

諭

渋
谷
高
校
へ

澤
田　

結
香

教

諭

枚
岡
樟
風
高
校
へ

萩
森　

大
造

主

査

統
計
課

工
業
・
動
態
Ｇ
へ

着
任

職

所
属　

転
入
元

神　

絵
里
香

教

諭

理
科

山
田
高
校
か
ら

三
船　

誠
一

教

諭

英
語

た
ま
が
わ
高
等
支
援
か
ら

浅
井　

憲
司

教

諭

体
育

桜
塚
高
校
か
ら

安
田　
　

陽

教

諭

Ｂ
Ｓ

松
原
高
校
か
ら

村
岡　

裕
麻

教

諭

数
学

新
採
用

冨
澤　
　

明

教

諭

体
育

新
採
用

堀
内　

俊
樹

教

諭

Ｆ
Ｆ

新
採
用

樫
原
佐
代
子

教

諭

環
緑

新
採
用

坂
井　

志
帆

講

師

数
学

今
中　

紗
織

講

師

美
術

山
根　

伸
彦

講

師

Ｆ
Ｆ

佐
々
木
基
希

講

師

Ｂ
Ｓ

桒
嶋　
　

孝

副
主
査
生
活
基
盤
推
進
課
か
ら
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川
西
支
部

　
佐
々
木
前
会
長
の
死
去
を
悼
む

川
西
支
部
長　

渡
邊　

富
夫

　

永
年
大
園
同
窓
会

の
発
展
に
多
大
な
ご

尽
力
を
戴
き
ま
し
た

前
会
長
佐
々
木　

太

氏
が
、
７
月
25
日

午
後
８
時
40
分
自
宅
で
眠
る
が
ご
と
く
静

か
に
家
族
の
見
守
る
中
で
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
享
年
84
才
で
し
た
。
佐
々
木
氏
は
永

年
小
原
流
家
元
の
小
原
豊
雲
の
下
で
副
会

長
と
し
て
会
長
を
補
佐
し
、
同
窓
会
組
織

の
基
盤
づ
く
り
と
支
部
組
織
の
確
立
に
努

力
さ
れ
て
、
そ
の
成
果
が
実
り
現
在
の
同

窓
会
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

佐
々
木
氏
は
そ
れ
以
外
で
も
、
多
才
な
能

力
を
発
揮
さ
れ
、
地
域
活
動
で
は
営
農
活

動
、
青
年
団
活
動
、
社
会
教
育
活
動
等
を

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
こ
な
さ
れ
た
後
、
周

囲
の
推
挙
が
あ
り
市
議
会
議
員
選
挙
に
出

馬
し
み
ご
と
当
選
し
そ
の
後
永
年
議
員
活

動
に
精
励
さ
れ
惜
し
ま
れ
な
が
ら
勇
退
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
長
と
し
て
各
種
選
挙
の
責
任
者
と

し
て
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
、
そ
の
功
が
あ
っ

て
兵
庫
県
都
市
選
管
連
合
会
会
長
、
近
畿

都
市
選
管
連
合
会
会
長
等
を
歴
任
さ
れ
自

ら
の
意
向
で
任
期
終
わ
り
で
公
職
か
ら
身

を
引
か
れ
ま
し
た
。
私
的
に
は
、
議
員
職

引
退
後
は
、
市
体
育
協
会
の
組
織
強
化
あ

る
い
は
、
元
ヤ
ク
ル
ト
監
督
古
田
氏
の
後

援
会
を
つ
く
り
応
援
を
さ
れ
ま
し
た
。
結

果
市
内
の
少
年
野
球
の
発
展
に
大
き
く
寄

与
し
古
田
氏
自
身
も
川
西
市
の
観
光
大
使

と
し
て
市
に
貢
献
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
以

上
が
佐
々
木
氏
の
主
な
功
績
で
す
が
、
生

前
中
は
、
大
園
同
窓
会
の
こ
と
と
言
う
よ

り
も
、
府
立
園
芸
高
等
学
校
の
こ
と
を
常

に
気
に
か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
学

校
創
立
100
周
年
の
こ
と
を
気
に
か
け
ら
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
記
念
年
の
今
年

に
永
眠
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
変
残
念
で
は

あ
り
ま
す
が
、
残
っ
た
者
が
頑
張
っ
て
無

事
創
立
100
周
年
記
念
事
業
を
遂
行
す
る
こ

と
が
、
佐
々
木
氏
に
対
す
る
鎮
魂
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
同
窓
会
と
し
て
は
、
大
切

な
人
を
失
っ
た
訳
で
す
が
、
更
な
る
努
力

で
大
園
同
窓
会
が
益
々
発
展
出
来
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

池
田
支
部

　
池
田
支
部
だ
よ
り

㈲
養
庄
園　

代
表
取
締
役　

浦
部　
　

勝

　

私
は
曽
祖
父
の
代
よ
り
こ
こ
細
河
地
区

に
て
盆
栽
を
主
に
庭
木
な
ど
の
販
売
業
を

営
ん
で
お
り
、
細
河
は
植
木
の
産
地
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
地
元
の
も
の
を
積
極
的

に
仕
入
れ
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
ネ
ッ
ト
通
販
も
始
め
て
10
年
以
上
に

な
る
の
で
す
が
、
庭
木
の
販
売
が
順
調
に

伸
び
て
い
ま
す
。
庭
木
を
販
売
し
て
い
る

お
店
が
少
な
く
欲
し
い
も
の
が
見
つ
か
ら

な
い
方
や
、
車
が

な
く
運
べ
な
い
方

に
ネ
ッ
ト
通
販
は

便
利
で
あ
る
こ
と

が
理
由
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た

日
々
の
業
務
か
ら

痛
感
し
て
い
る
細

河
の
庭
木
に
お
け

る
今
後
の
課
題
は

大
き
く
2
つ
、『
後

継
者
不
足
』
と
『
品

種
の
確
定
』
で
す
。

　

ひ
と
つ
目
の

『
後
継
者
不
足
』
は

庭
木
の
需
要
は
あ
る
の
に
、
多
く
の
生
産

者
さ
ん
が
、
跡
継
ぎ
が
お
ら
ず
、
高
齢
化

が
進
み
、
生
産
が
で
き
な
い
状
態
に
な
り
、

生
産
量
が
減
少
し
、
商
品
が
足
り
な
い
と

い
う
事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま

で
は
、
今
ま
で
細
河
が
培
っ
て
き
た
技
術

も
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ふ
た
つ
目
の
『
品
種
の
確
定
』
は
、
今

の
お
客
様
の
需
要
は
本
や
ネ
ッ
ト
の
記
事

等
に
よ
り
、
確
か
な
品
種
名
・
花
色
・
性

質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
シ
ビ

ア
で
す
。
生
産
者
さ
ん
の
意
識
が
異
な
っ

て
い
る
た
め
に
、
せ
っ
か
く
元
気
な
よ
い

も
の
を
作
っ
て
い
て
も
売
れ
な
い
と
い
う

こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

育
て
る
苦
労
・
年
数
は
同
じ
で
も
、
品

種
名
が
分
か
ら
な
い
と
売
れ
る
量
は
ぐ
っ

と
下
が
り
ま
す
。
非
常
に
も
っ
た
い
な
い

こ
と
で
す
。
品
種
が
確
か
な
も
の
綺
麗
な

も
の
は
、
高
額
で
も
売
れ
る
時
代
で
す
。

大
阪
、
神
戸
と
い
う
都
市
に
近
く
、
高
速

道
路
も
整
備
さ
れ
た
こ
こ
細
河
の
庭
木
は

需
要
が
目
の
前
に
あ
る
の
で
す
。
海
外
か

ら
の
需
要
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
ネ
ッ
ト
通
販
に
よ
っ
て
、
全
国
の

出
来
る
だ
け
多
く
の
人
に
細
河
の
植
木
を

販
売
し
、
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

猪
名
川
支
部

　

猪
名
川
町
支
部
創
立
100
周
年
に

　
　

向
け
て
の
現
況

高
10
園　

33
年
卒　

大
嶋　

誠
治

　

猪
名
川
町
地
区
で
は
、
近
年
園
芸
高
校

に
入
学
す
る
生
徒
達
が
、
い
な
い
様
に
思

い
ま
す
。
我
々
か
ら
見
て
後
輩
達
が
な
く

な
る
と
云
う
事
は
大
変
寂
し
い
限
り
で
す
。

　

幸
い
に
し
て
猪
名
川
町
で
は
、
元
校
長

先
生
で
あ
っ
た
秋
澤
亮
一
氏
が
、
町
内
の

休
耕
田
を
利
用
し
て
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
」
の

資
格
を
取
得
さ
れ
「
元
気
フ
ァ
ー
マ
い
な

が
わ
」
と
云
う
グ
ル
ー
プ
を
結
成
さ
れ
て

早
や
６
〜
７
年
程
に
な
り
ま
す
。
今
現
在

で
は
50
人
前
後
の
会
員
さ
ん
が
元
気
で
農

作
業
に
励
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
又
大
園
同

窓
会
の
会
長
で
あ
る
鍋
谷
將
氏
（
高
８
卒
）

が
猪
名
川
町
出
身
で
第
3
代
目
の
会
長
と

し
て
100
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
ら
れ

ま
す
。

　

政
治
方
面
で
は
、故
、上
神
光
雄
氏
（
昭

和
22
年
度
卒
）
が
４
代
目
の
町
長
で
し
た
。

現
在
は
福
田
長
治
氏
（
高
17
回
卒
）
が
７

代
目
の
町
長
と
し
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。
私
も
同
窓
会
副
会
長
と
し
て
６
年
目

と
な
り
100
周
年
に
向
け
て
の
会
議
に
は
出

席
を
し
て
100
周
年
を
成
功
に
導
き
た
く
存

じ
ま
す
。

　

猪
名
川
町
も
園
芸
高
卒
業
生
が
一
年
一

年
ご
と
に
老
化
し
て
毎
年
何
人
か
が
物
故

者
と
な
っ
て
行
く
中
で
、
多
く
の
卒
業
生

達
は
各
地
区
で
野
菜
、
花
卉
、
果
樹
方
面

で
直
売
所
（
道
の
駅
）
で
毎
日
励
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。

　

高
齢
化
し
て
行
く
中
で
、
私
達
は
１
、

希
望　

２
、
努
力　

３
、
感
謝
の
気
持
ち

を
持
っ
て
元
気
で
頑
張
り
た
く
思
う
次
第

で
あ
り
ま
す
。

豊
能
・
分
校
支
部

　

郡
部
の
中
枢
を
担
う

�

支
部
長　

西
川　

隆
夫

　

こ
の
報
告
は
、
後
日
発
刊
さ
れ
る
『
百

周
年
記
念
誌
』
と
重
な
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
終
戦
直
後
の
昭
和
21
年
春
か
ら
、

豊
能
の
郡
部
に
開
設
さ
れ
、
そ
の
後
は
、

能
勢
高
校
、
城
山
高
校
に
繋
が
っ
た
「
園

芸
高
校
の
各
分
校
の
歴
史
」
を
回
顧
し
、

「
創
立
百
周
年
の
重
み
」
を
実
感
し
て
頂

く
こ
と
に
繋
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

支
部
だ
よ
り

支部長・世話人・役員名簿
役　　職 氏　　名 住　　　　　　　所 携帯／ TEL ／ FAX

会 長 鍋谷　　將
高８

〒666-0241
川辺郡猪名川町内馬場197
nabetani.utbb@s.zaq.jp

Ｍ.090-2063-0552
Ｔ.072-766-0552
Ｆ.072-766-0552

副 会 長
豊中支部長

森　　彰男
高９

〒561-0835
豊中市庄本町1-11-25

Ｍ.090-8799-6006
Ｔ.06-6332-4908
Ｆ.06-6332-4908

副 会 長
箕面支部長

北口　和平
高10園

〒562-0032
箕面市小野原西1-10-34

Ｍ.
Ｔ.072-729-4981
Ｆ.072-727-4326

副 会 長
猪名川支部長

大嶋　誠治
高10園

〒666-0222
川辺郡猪名川町槻並字清沢
14

Ｍ.090-1679-8605
Ｔ.072-768-0854
Ｆ.072-768-0874

副 会 長
池田支部長

山本　秋三
高５

〒563-0016
池田市吉田町243-3

Ｍ.090-8528-2429
Ｔ.072-751-7505
Ｆ.072-751-7505

副 会 長
宝塚支部長

阪上　　功
高７

〒665-0881
宝塚市山本東1-5-26

Ｍ.
Ｔ.0797-89-0666
Ｆ.

副 会 長
川西支部長

渡邊　富夫
高11園

〒666-0026
川西市南花屋敷3-6-2

Ｍ.
Ｔ.072-755-8511
Ｆ.072-755-8511

伊丹支部長 久保　勝平
高8

〒664-0004
伊丹市東野6-30
kappei-1118@ezweb.ne.jp

Ｍ.090-3678-1024
Ｔ.072-782-6350
Ｆ.072-782-6350

高槻島本支部
支 部 長
世 話 人

井澤　秀雄
高3

〒569-0816
高槻市北昭和台町28－3

Ｍ.
Ｔ.072-695-7007

奥田美智子
高21園

〒569-0814
高槻市富田町1-26-11

Ｍ.090-7359-2911
Ｔ.072-694-8654

岡崎　幸雄
高22化

〒569-1052
高槻市霊仙寺町1-10-7

Ｍ.090-7343-7008
TF.072-699-0426

尼 崎 西 宮
支 部 長

芦田　良雄
高21造

〒660-0892
尼崎市東難波町1-1-3-102
saneizoen@gol.com

Ｍ.090-3673-0396
Ｔ.06-6482-1073
Ｆ.06-6481-1102

大阪南支部
支 部 長
世 話 人

松本　寿男
高19造

〒585-0031
南河内郡河南町中724-2

Ｍ.
Ｔ.0721-93-2415
Ｆ.

植木　充義
高32造

〒583-0012
藤井寺市道明寺2-11-4
taka.1962.yoshi@river.ocn.ne.jp

Ｍ.090-7343-9286
Ｔ.072-954-5244
Ｆ.

泉原　一弥
高29造

〒596-0073
岸和田市岸城町20-13

Ｍ.
Ｔ.072-422-0412
Ｆ.

豊能・分校
支 部 長
世 話 人

西川　隆夫
東４農

〒563-0104
豊能郡豊能町光風台2-8-2

Ｍ.
Ｔ.072-738-4193
Ｆ.

弓庭　四郎
東③農

〒563-0027
池田市鉢塚2-1-6
shiro-shiro4646@docomo.ne.jp

Ｍ.090-2598-4689
Ｔ.072-741-8019
Ｆ.

奈 良 支 部
世 話 人

福崎　滋郎
高９

〒639-1001
大和郡山市九条町884-7

Ｍ.
Ｔ.0743-53-6892
Ｆ.0743-53-6892

大阪市支部
世 話 人

紙谷　正治
高18園

〒563-0105
大阪市東住吉区田辺
2-11-48

Ｍ.080-8503-7314
Ｔ.06-6621-3692
Ｆ.

植村　泰三
高21化

〒559-0033
大阪市住之江区南港中
5-3-41-806

Ｍ.090-5888-5247
Ｔ.0743-53-6892
Ｆ.

東京・関東支部
世 話 人

青木　祥太
高21化

〒215-0004
川崎市麻生区万福寺
4-3-8-519

Ｍ.090-3487-7916
Ｔ. 
Ｆ.

九 州 支 部
世 話 人

南　　順三
高21化

〒830-0102
福岡県久留米市三潴町田川
137-8

Ｍ.090-3734-6501
Ｔ. 
Ｆ.

会 計 監 査 中井　博幸
高22園

〒562-0041
箕面市桜4-7-28
nakaihi@docomo.ne.jp

Ｍ.090-1599-3295
Ｔ.072-721-6548
Ｆ.072-722-8582

会 計 監 査 並川　令子
高17化

〒666-0235
川辺郡猪名川町南田原上丁14
tirolin_reiko@ezweb.ne.jp

Ｍ.090-3942-4835
Ｔ.072-766-0258
Ｆ.072-766-0258

事 務 局 長 山本　　正
高21化

〒563-0035
池田市豊島南1-6-18
auamx609@wombat.zaq.ne.jp

Ｍ.090-8931-5018
Ｔ.072-762-1298
Ｆ.072-762-1298

＊＊以下の地域の支部長、世話人を引き受けて頂ける方をご推薦・
ご紹介下さい。
　吹田市、茨木市、枚方市、東大阪市、堺市、亀岡市、京都府、愛
知・中部地区

2014・8・31
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敗
戦
直
後
と
は
言
え
、
豊
能
の
山
間
部

に
は「
旧
青
年
学
校
の
木
造
校
舎（
歌
垣
）」

が
あ
り
ま
し
た
。

　

村
々
で
は
、「
高
等
教
育
の
重
要
性
」

が
論
じ
ら
れ
、
旧
青
年
学
校
を
念
頭
に
昭

和
21
年
４
月
か
ら
、
当
時
の
東
郷
村
長
前

田
宗
一
氏
を
理
事
長
に
「
大
阪
府
学
校
組

合
立
農
林
学
校
」
を
発
足
さ
せ
た
の
で
す
。

　

こ
れ
が
「
６
・
３
・
３
制
移
行
」
に
よ
り

昭
和
22
年
度
か
ら
全
日
制
の
府
立
園
芸
高

校
能
勢
分
校
（
農
業
科
・
普
通
科
・
家
庭
科
）

の
創
設
に
繋
が
り
、
女
生
徒
の
西
能
勢
分

校
（
家
庭
科
）
と
、
定
時
制
の
田
尻
分
校

（
同
）
が
開
設
さ
れ
た
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
昭
和
23
年
度
よ
り
、
定
時
制

の
東
能
勢
分
校
（
家
庭
科
）
が
開
設
さ
れ
、

そ
の
間
に
能
勢
分
校
は
、
24
年
度
よ
り
、

西
能
勢
分
校
（
農
業
科
・
普
通
科
・
家
庭
科
）

の
分
割
設
置
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
26
年
度
か
ら
は
東
能
勢
分
校

に
（
定
時
制
の
農
業
科
）
が
開
設
さ
れ
、

さ
ら
に
、
昭
和
38
年
度
よ
り
同
50
年
度
ま

で
全
日
制
の
東
能
勢
分
校
（
農
業
科
・
家

庭
科
か
ら
園
芸
科
・
家
政
科
）
へ
と
変
遷

し
、
こ
れ
ら
の
分
校
全
体
で
「
９
２
５
名

の
卒
業
生
」
を
送
り
出
し
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
の
間
、
昭
和
29
年
度
に
は
、
能
勢
分

校
と
西
能
勢
分
校
の
統
一
に
よ
っ
て
「
府

立
能
勢
高
等
学
校
」
の
創
立
に
繋
が
り
、

東
能
勢
分
校
に
お
い
て
も
、
昭
和
51
年
度

よ
り
「
府
立
城
山
高
等
学
校
の
創
立
」
に

繋
が
っ
た
の
で
す
。

　

園
芸
高
校
100
周
年
の
中
で
「
分
校
の
歴

史
は
、
前
後
併
せ
て
30
年
間
」
に
及
び
ま

す
。
当
支
部
は
、
園
芸
（
本
校
）
卒
業
の

郡
内
居
住
者
と
各
分
校
の
卒
業
者
に
よ
る

複
合
組
織
で
す
の
で
、
支
部
と
は
言
え
、

会
員
相
互
の
自
発
的
な
呼
び
か
け
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
い
の
が
実
情
で
す
。
各
位
の

こ
ぞ
っ
て
の
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

100
周
年
を
契
機
に
旧
友
逢
い
よ
り
、
青

春
時
代
の
回
顧
と
、
農
と
み
ど
り
の
担
い

手
育
成
を
願
う
立
場
か
ら
、
母
校
の
「
飛

躍
・
発
展
」
に
繋
げ
た
い
も
の
で
す
。

　

各
位
の
「
連
携
・
結
集
」
を
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
報
告

　

平
成
24
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
文
部

科
学
省
の
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
事
業
も
４
年
目
を
迎
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
科
学
技
術
者
育
成

に
貢
献
す
る
た
め
の
教
育
活
動
振
興
に
関

わ
る
事
業
に
取
組
み
、
成
果
を
上
げ
て
き

ま
し
た
。
３
年
目
ま
で
の
事
業
成
果
を
踏

ま
え
本
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
本
校
Ｓ
Ｓ
Ｈ

事
業
の
中
核
を
担
っ
て
き
た
専
門
部
と
課

題
研
究
に
お
け
る
生
徒
研
究
活
動
・
発
表

活
動
の
振
興
と
教
科
統
合
科
目
に
よ
る
教

育
課
程
の
効
率
的
運
用
の
実
現
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
海
外
研
修
等
に
よ
る
国
際
性
の

育
成
に
加
え
、
本
年
度
は
、
１
年
生
か
ら

の
研
究
活
動
準
備
に
関
す
る
「
研
究
基
礎
」

単
元
の
展
開
を
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
科
1

年
生
の
専
門
基
礎
科
目
内
に
お
い
て
挑
戦

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で

1
年
生
か
ら
始
ま
る
専
門
科
目
の
多
く
の

レ
ポ
ー
ト
で
の
ス
ケ
ッ
チ
に
よ
る
実
験
実

習
記
録
に
対
し
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
用
い

た
画
像
記
録
を
用
い
る
こ
と
や
、
栽
培
基

礎
実
習
に
お
い
て
、
野
菜
の
生
育
状
況
や

収
穫
物
を
数
量
化
し
て
記
録
、
整
理
す
る

こ
と
を
通
じ
、
２
年
生
か
ら
始
ま
る
課
題

研
究
の
記
録
・
報
告
に
関
す
る
ス
キ
ル
向

上
を
図
る
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
同
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
科
3
年
生
専

　  

ク
ラ
ブ
活
動

■ 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
３
年
生
３
人
、
２

年
生
７
人
、
１
年
生
６
人
の
計
16
人
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
引
き
続
き
の

コ
ー
チ
の
指
導
と
新
し
い
指
導
員
も
迎

え
、
顧
問
も
一
新
し
新
し
い
気
持
ち
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
体
育
館
が
耐
震
工
事
に
入
っ

た
た
め
、
部
員
に
と
て
も
不
便
な
練
習
環

境
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
全
員
つ

い
て
き
て
い
て
「
ほ
ん
と
に
頑
張
っ
て
る

な
」
と
思
い
ま
す
。

　

春
の
大
会
は
悔
し
い
結
果
ば
か
り
だ
っ

た
た
め
、
部
員
も
気
持
ち
が
上
が
っ
た
の

か
6
月
に
行
わ
れ
た
豊
能
地
域
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
で
は
男
子
3
位
入
賞
、
女
子
初

級
の
部
準
優
勝
と
成
績
を
出
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
夏
大
会
で
は
よ
り
よ
い
成
績

が
出
る
よ
う
夏
合
宿
も
経
て
努
力
を
重
ね

て
い
ま
す
。

　

こ
の
勢
い
を
持
っ
て
試
合
に
臨
む
と
と

も
に
、
個
々
が
部
活
全
体
の
た
め
に
何
が

で
き
る
か
を
常
に
考
え
る
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

部
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
を
応
援
く

だ
さ
い
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

■ 

茶
道
部

　

昨
年
、
生
徒
の
強
い
働
き
か
け
で
発
足

い
た
し
ま
し
た
茶
道
部
は
、
今
年
同
好
会

か
ら
部
活
動
に
昇
格
い
た
し
ま
し
た
。
部

員
も
三
学
年
に
わ
た
っ
て
入
部
し
、
こ
れ

か
ら
も
継
続
的
に
活
動
し
て
い
け
る
め
ど

が
立
ち
ま
し
た
。

　

前
回
こ
の
紙
面
で
お
道
具
を
貸
し
て
い

た
だ
け
な
い
か
と
書
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、

同
窓
生
の
方
か
ら
一
式
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
、
多
彩
な
お
点
前
を
練
習
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
同
窓
会
館
で
お
稽
古
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
会

館
の
整
備
が
進
み
、
庭
園
を
眺
め
な
が
ら

の
お
茶
会
が
開
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
よ
い

な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
、
環
境
緑
化
科
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
、
記
念
祭
で
の
野
点
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。
四
月
か
ら
始
め
た
部
員
ば
か

り
で
す
が
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
是
非

見
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

門
科
目
の
内
容
検
討
始
め
、
授
業
内
容
の

専
門
性
の
一
層
の
向
上
に
関
す
る
研
究
を

始
め
て
い
ま
す
。

　

去
る
８
月
５
日
、
６
日
イ
ン
テ
ッ
ク
ス

大
阪
を
会
場
に
行
わ
れ
た
全
国
か
ら

２
０
３
校
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
校
と
海
外
の
科

学
教
育
の
活
発
な
高
校
か
ら
生
徒
が
集
う

Ｓ
Ｓ
Ｈ
生
徒
研
究
発
表
会
に
、
本
校
代
表

の
発
表
を
送
る
と
と
も
に
、
バ
イ
オ
サ
イ

エ
ン
ス
科
、
フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
科
の

２
、３
年
生
か
ら
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
参
加
の
課

題
研
究
班
80
名
が
見
学
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
横
浜
市
で
行
わ
れ
て
き
た
発
表
会
が

初
め
て
大
阪
で
行
わ
れ
、
多
く
の
生
徒
が

見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

５
月
に
は
立
命
館
大
学
び
わ
こ
・
草
津

キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
日
本
生
化
学
会

の
大
会
に
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
科
か
ら
６

名
の
生
徒
３
発
表
を
送
り
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
９
月
に
は
九
州
大
学
で
行
わ
れ
る
昆

虫
学
会
に
環
境
緑
化
科
か
ら
4
名
の
生
徒

2
発
表
を
、
新
潟
大
学
で
行
わ
れ
る
日
本

植
物
学
会
に
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
科
か
ら

９
名
３
発
表
を
送
り
ま
す
。
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園
芸
高
校
生
徒
活
動
近
況
報
告

○
Ｊ
Ａ
大
阪
北
部
と
コ
ラ
ボ

　

Ｊ
Ａ
大
阪
北
部
と
の
コ
ラ
ボ
で
箕
面
イ

オ
ン
店
に
あ
る
Ｊ
Ａ
大
阪
北
部
農
産
物
朝

市
直
売
所
横
で
生
徒
販
売
実
習
を
２
回
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

１
回
目
は
６
月
13
日
（
土
）、
２
回
目
は

７
月
11
日
（
土
）
に
行
な
い
ま
し
た
。

■ 

フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
科

「
高
校
生
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
コ
ン
テ
ス
ト

�

２
０
１
５　

入
賞
」

　

６
月
20
日
（
土
）
大
阪
市
長
居
植
物
園

花
と
緑
の
自
然
の
情
報
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
「
高
校
生
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
コ
ン
テ

ス
ト
２
０
１
５
」
の
本
選
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。本
選
ま
で
に
１
次
審
査
が
あ
り
、「
ブ

ラ
イ
ダ
ル
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
の
ラ

フ
画
を
提
出
し
本
選
出
場
者
が
決
定
さ
れ

ま
す
が
、
70
名
近
く
の
応
募
者
か
ら
本
選

出
場
の
30
名
に
フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
科

３
年
生
の
２
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
本
選

で
は
90
分
間
で
ラ
フ
画
通
り
の
作
品
を
制

作
し
ま
す
が
、
た
く
さ
ん
の
審
査
員
に
見

ら
れ
緊
張
す
る
中
２
名
と
も
見
事
な
作
品

を
作
り
あ
げ
、
１
名
の
生
徒
の
作
品
が
見

事
「
審
査
員
特
別
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

今
年
も
頑
張
り
ま
す
「
定
期
市
」

　

昨
年
度
、
課
題
研
究
で
取
り
組
み
始
め

た
野
菜
の
定
期
市
を
、
今
年
度
も
行
っ
て

い
ま
す
。
昨
年
の
目
標
は
、「
①
年
間
売
り

上
げ
30
万
円
、
②
毎
月
必
ず
行
う
、
③
毎

回
５
種
類
以
上
出
荷
す
る
」
で
し
た
。
目

標
①
と
目
標
③
に
つ
い
て
は
、
目
標
を
達

成
で
き
た
の
で
す
が
、
目
標
②
に
つ
い
て

は
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
原
因

は
、
今
ま
で
授
業
に
合
わ
せ
た
栽
培
計
画

を
立
て
て
お
り
、
授
業
が
な
い
８
月
に
栽

培
を
行
っ
て
い
な
い
た
め
、
８
～
９
月
に

か
け
て
出
荷
で
き
る
も
の
が
無
い
こ
と
で

す
。

　

そ
こ
で
、
今
年
度
は
栽
培
計
画
を
見
直

し
、
８
～
９
月
に
も
野
菜
を
出
荷
で
き
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、

①
今
ま
で
は
４
月
ご
ろ
に
１
回
し
か
植
え

つ
け
て
い
な
か
っ
た
ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ

な
ど
の
野
菜
を
、
６
～
７
月
に
も
植
え
つ

け
９
月
ご
ろ
ま
で
収
穫
で
き
る
よ
う
に
し

た
り
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
な
ど
乾
燥
さ
せ
て
保

存
で
き
る
野
菜
を
栽
培
す
る
な
ど
で
す
。

　

今
年
度
、
こ
の
「
定
期
市
」
の
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
は
２
年
生
な
の
で
、

昨
年
度
の
反
省
を
活
か
し
、
じ
っ
く
り
と

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

野
菜
の
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

野
菜
の
収
穫
体
験
と
は
、
一
般
か
ら
応

募
さ
れ
た
方
々
に
生
徒
た
ち
が
案
内
役
と

な
っ
て
、
学
校
農
場
で
野
菜
を
収
穫
し
て

も
ら
う
と
い
う
企
画
で
す
。
2
0
1
2
年

か
ら
始
め
た
こ
の
企
画
も
７
回
目
を
迎
え
、

生
徒
た
ち
の
活
動
と
し
て
も
定
着
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
今
回
は
企
画
か
ら

実
施
ま
で
の
全
て
を
生
徒
た
ち
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

今
ま
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
く
書
か
れ

て
い
た
「
野
菜
の
お
い
し
い
食
べ
方
を
知

り
た
い
」
と
い
う
要
望
に
応
え
た
い
と
、

生
徒
た
ち
も
試
行
錯
誤
を
重
ね
ま
し
た
が
、

調
理
室
や
食
中
毒
予
防
の
問
題
が
あ
り
こ

れ
は
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

告
知
の
ビ
ラ
を
作
成
し
近
隣
に
撒
い
た
り
、

応
募
さ
れ
た
方
か
ら
選
ば
れ
た
当
選
者
に

電
話
で
連
絡
を
し
た
り
、
慣
れ
な
い
こ
と

で
多
少
の
ミ
ス
は
あ
り
ま
し
た
が
、
天
候

に
も
恵
ま
れ
て
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。
参

加
者
は
乳
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
30
名
程

度
。
畑
か
ら
野
菜
を
収
穫
し
て
み
た
い
！

と
い
う
熱
い
思
い
を
抱
え
、
本
当
に
暑
い

農
場
に
。
熱
射
病
が
心
配
さ
れ
る
ほ
ど
熱

心
に
畑
で
収
穫
作
業
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

こ
の
企
画
を
し
て
み
て
良
か
っ
た
と
思

う
こ
と
は
、生
徒
が
自
分
た
ち
の
日
頃
や
っ

て
い
る
農
作
業
や
知
識
に
自
信
が
持
て
る

こ
と
、
そ
し
て
、
想
像
以
上
に
多
く
の
方

が
農
作
業
を
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
お
手
伝
い
が
で
き

る
こ
と
で
す
。
は
じ
め
の
頃
は
ぎ
こ
ち
な

い
様
子
で
畑
を
案
内
し
て
い
た
生
徒
た
ち

も
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
サ
ー
ビ
ス
精

神
も
旺
盛
に
な
り
、
も
っ
と
喜
ん
で
も
ら

い
た
い
と
す
す
ん
で
動
い
て
く
れ
ま
す
。

　

同
窓
会
の
み
な
さ
ん
の
中
に
も
、
久
し

ぶ
り
に
畑
で
作
業
を
し
て
み
た
い
と
思
わ

れ
る
方
も
お
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。
次

回
は
12
月
秋
冬
野
菜
の
収
穫
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
を
。

■ 

環
境
緑
化
科

全
国
大
会
プ
レ
大
会
を
開
催

　

平
成
27
年
８
月
７
日
（
金
）
万
博
記
念

公
園
運
動
場
に
お
い
て
、
平
成
27
年
度

平
板
測
量
競
技　

大
阪
府
大
会
並
び
に
第

67
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
平

■ 

農
場
部

○
石
橋
商
店
街

　
　
『
春
団
治
ま
つ
り
』
に�

参
加
し
ま
し
た

　

４
月
26
日
（
日
）
昨
年
に
引
き
続
き
、

今
年
も
地
元
池
田
市
石
橋
駅
前
商
店
街
の

「
春
団
治
ま
つ
り
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
テ

ン
ト
を
２
張
り
に
増
や
し
て
、学
校
で
作
っ

た
鉢
物
・
切
花
、
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
タ

マ
ネ
ギ
や
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
な
ど
の
野
菜
を

販
売
、
さ
ら
に
今
年
は
ナ
ガ
イ
モ
の
梅
酢

漬
け
も
加
わ
り
ま
し
た
。

○
池
田
市　

生
徒
販
売
実
習

　
　
　
『
園
芸
高
校
フ
レ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
』

　

小
南
市
長
の
発
案
で
、
池
田
市
民
向
け

に
生
徒
販
売
実
習
を
２
回
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

１
回
目
は
６
月
13
日
（
土
）
池
田
市
五

月
山
公
園
案
内
所
横
で
、
２
回
目
は
７
月

11
日
（
土
）
池
田
市
役
所
前
で
行
な
い
ま

し
た
。

審査員特別賞を受賞した生徒の作品 ６月13日（土）
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成
28
年
度
大
阪
大
会
平
板
競
技
プ
レ
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
大
会
は
、
全
国

大
会
の
プ
レ
大
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
審

査
長
大
阪
府
立
大
学
大
学
院
中
桐
准
教
授

に
も
お
越
し
い
た
だ
き
、
10
チ
ー
ム
（
５

コ
ー
ト
２
回
）
で
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
猛
暑
の
た
め
体
調
を
崩
す
生

徒
も
い
ま
し
た
が
、
日
々
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
ほ
と
ん
ど
の
チ
ー
ム
が
時
間
内

に
作
業
を
置
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
優
秀
チ
ー
ム
は
10
月
に
行
わ
れ
る
全

国
大
会
（
群
馬
大
会
）
に
大
阪
府
の
代
表

と
し
て
出
場
し
ま
す
。
全
国
制
覇
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

■ 

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
科

Ｓ
ー
１
ｇ

　
（
エ
ス
・
ワ
ン
・
グ
ラ
ン
プ
リ
）
大
会

　

国
立
循
環
器
奇
病

研
究
セ
ン
タ
ー
が
主

催
す
る
Ｓ
︱
１
ｇ

（
エ
ス
・
ワ
ン
・
グ

ラ
ン
プ
リ
）
大
会
は
、

各
地
の
特
産
品
を
活

用
し
た
美
味
し
い
減
塩

食
を
考
案
す
る
レ
シ
ピ

コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
食

品
製
造
部
は
大
阪
名
物

の
粉
も
ん
を
テ
ー
マ
に

し
た
「
ま
る
で
た
こ
焼

き
!?
和
風
オ
ム
ラ
イ

ス
」
を
考
案
し
、
単
品
部
門
に
応
募
し
ま

し
た
。
一
次
審
査
で
は
20
団
体
が
選
ば
れ

ま
し
た
が
、
病
院
や
健
康
セ
ン
タ
ー
・
給

食
会
社
な
ど
の
一
般
団
体
と
並
ん
で
、
高

校
生
で
は
唯
一
の
団
体
と
し
て
選
考
さ
れ

ま
し
た
。
３
月
７
日
に
相
愛
大
学
で
実
施

さ
れ
た
最
終
選
考
に
は
５
名
の
生
徒
が
出

場
し
、
実
際
に
調
理
し
審
査
員
に
よ
る
試

食
審
査
が
行
わ
れ
、
審
査
員
特
別
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

全
国
高
校
生
そ
ば
打
ち
選
手
権

　

農
産
加
工
研
究
部
（
通
称
そ
ば
部
）
は
、

８
月
21
日
に
築
地
社
会
会
館
（
東
京
）
で

開
催
さ
れ
る
第
５
回
高
校
生
そ
ば
打
ち
選

手
権
大
会
に
、
西
日
本
代
表
と
し
て
出
場

し
ま
す
。
こ
の
大
会
に
は
第
２
回
か
ら
連

続
し
て
４
回
目
の
出
場
と
な
り
ま
す
。
２

年
前
の
第
３
回
大
会
で
は
団
体
３
位
と
な

り
ま
し
た
が
、
今
年
は
そ
れ
以
上
の
成
績

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
大
会
に
出
場
す

る
団
体
戦
４
名
、個
人
戦
１
名
の
選
手
は
、

夏
休
み
も
返
上
し
て
そ
ば
打
ち
に
練
習
に

汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

■ 
F
F
J
　
農
業
ク
ラ
ブ
活
動

　

平
成
28
年
度
全
国
大
会
の

　
　

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
決
ま
る

　

平
成
28
年
10
月
26
、
27
日
に
開
催
さ
れ

る
Ｆ
Ｆ
Ｊ
全
国
大
会
に
使
わ
れ
る
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
決
ま
り
ま

し
た
。
制
作
者
は
フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ

科
の
２
年
生
で
す
。

　

母
校
は
、
こ
の
大
会
で
農
業
鑑
定
競
技

会
・
平
板
測
量
競
技
会
・
ク
ラ
ブ
員
代
表

者
会
議
の
運
営
を
司
り
ま
す
。

第
65
回
Ｆ
Ｆ
Ｊ
大
阪
府
研
究
発
表
大
会

　

７
月
22
日
に
大
阪
大
会
の
予
選
会
が
行

わ
れ
て
次
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表

　

食
料
・
生
産
の
部　

優
秀
賞

　
　
　
　

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
科

　

環
境
の
部　
　
　
　

優
秀
賞

　
　
　
　

フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
科
・

　
　
　
　

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
科

　

文
化
・
生
活
の
部　

入
賞
な
し

意
見
発
表

　

食
料
・
生
産
の
部　

入
賞
な
し

　

環
境
の
部　
　
　
　

優
秀
賞

　
　
　
　

フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
科

　

文
化
・
生
活
の
部　

優
秀
賞

　
　
　
　

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
科

同　キャラクター「虎
こ だ い

大くん」 大会シンボルマーク

　

本
校
が
運
営
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
す

第
67
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
全
国

大
会
大
阪
大
会
に
つ
き
ま
し
て
協
賛
金
の

ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
。
こ
の
大
会
は
、

み
な
さ
ま
も
お
知
り
お
き
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
が
、
全
国
か
ら
お
よ
そ
4
，0
0
0

名
も
の
農
業
高
校
生
が
集
ま
る
大
き
な
催

し
で
す
。
こ
の
催
し
で
は
、
大
会
ご
と
に

冊
子
を
作
成
し
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど
を

設
け
て
、
参
加
す
る

生
徒
や
教
員
を
迎
え

ま
す
。

　

本
大
会
の
実
施
に

当
た
り
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
形
で
、
次

の
広
告
媒
体
を
用
意
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
規
模
の
点
は
ご
ざ
い
ま
す
が
関
連

分
野
の
人
達
へ
全
国
規
模
の
告
知
と
な
る

も
の
で
す
。
ご
自
分
の
事
業
あ
る
い
は
お

勤
め
先
の
広
報
に
と
お
考
え
の
方
は
、
ぜ

ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
園
芸
高
等
学

校　

足
立
先
生
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

全
国
大
会
協
賛
金
へ
の
お
願
い

大会誌への広告掲載

カラー印刷

おもて　    １－２ページ 2,000,000円

うら１，２  　　１ページ 1,000,000円

うら表紙　１／２ページ 1,000,000円

白 黒 印 刷

１／１　ページ 100,000円

１／２　ページ 50,000円

１／４　ページ（横長・縦長） 30,000円

１／８　ページ 20,000円

１／ 16   ページ 10,000円

ご芳名（住所等） 5,000円

企業広告紙の配布 参考　　　Ａ４判　1枚　20万円

出展ブース 参考　　　1ブース　　　30万円　

大会ＨＰバナーリンク広告 参考　　　1か月　2万円　1年　20万円

大会袋の広告掲載 参考　　　表面（3/5面）30万円　など

大会式典ＣＭ 参考　　　30秒　20万円/本

ＤＶＤ広告（大会報告用） 参考　　　30秒　20万円/本

　

我
々
が
入
学
し
た
年

は
1
9
7
0
年
。
そ
う

千
里
万
博
が
開
催
さ

れ
、
世
の
中
が
好
景
気

に
沸
き
立
っ
て
い
ま
し

た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

卒
業
の
時
に
は
大
豆
不

足
に
よ
る
豆
腐
価
格
の

高
騰
と
い
う
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
の
前
兆
が
現

れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
42
年
の
年

月
が
流
れ
も
う
皆
還
暦

を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
、
こ
こ
ら
で
同
窓
会

を
と
い
う
軽
い
の
り
で

急
遽
連
絡
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
18
名
の
参
加

を
頂
き
ま
し
た
。

昭
和
48
年
３
月
卒
業

　

園
芸
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
２
期
生

�

２
月
７
日　

同
窓
会
開
催
さ
る
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平
成
27
年
3
月
3
日
に
母
校

で
卒
業
式
の
予
行
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
高
67
回
卒
業
生

に
対
す
る
大
園
同
窓
会
へ
の
入

会
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

同
窓
会
代
表
の
中
井
博
幸
氏

（
箕
面
支
部
監
査
役
）
に
よ
る
式

辞
に
続
き
、
幹
事
と
な
る
代
表

者
へ
の
委
嘱
状
の
授
与
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

幹
事
と
な
ら
れ
た
方
を
紹
介
し
ま
す
。

フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
科　
　
　
　

辻
岡　

瑞
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淺
原　

勇
太

環
境
緑
化
科　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
合　

弘
明

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
科　
　
　
　
　

梅
川　

歓
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
元　

紅
丸

　

平
成
26
年
度
の
卒
業
生
数
は
、フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ク

ト
リ
科
61
名
、
環
境
緑
化
科
30
名
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ

ン
ス
科
71
名
、の
計
１
６
２
名
が
卒
業
し
ま
し
た
。

内
訳
は
、就
職
79
名
、四
大
18
名
、短
大
４
名
、専
門

学
校
・
各
種
学
校
43
名
、そ
の
他
18
名
と
い
う
結
果

に
な
り
ま
し
た
。昨
年
度
に
引
き
続
き
経
済
状
況
の

好
転
の
た
め
就
職
者
が
多
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。進
学
で
は
２
年
ぶ
り
に
近
畿
大
学
農
学
部
の
合

格
者
が
で
ま
し
た
。ま
た
平
成
27
年
度
開
設
の
龍
谷

大
学
農
学
部
も
合
格
者
が
出
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
先
輩
諸
氏
の
ご
指
導
、ご
鞭
撻
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
主
な
就
職
先
】

〔
専
門
関
連
企
業
〕

石
勝
エ
ク
ス
テ
リ
ア
、
阪
神
園
芸
、
サ
ト
ウ
花
店
、

ハ
ウ
ス
ウ
ェ
ル
ネ
ス
フ
ー
ズ
、
養
庄
園
、
山
崎
製
パ

ン
、
敷
島
製
パ
ン
、
第
一
屋
製
パ
ン
、
阪
急
ベ
ー
カ

リ
ー
、
一
麦（
パ
ン
ネ
ル
）、
第
一
三
共
プ
ロ
フ
ァ
ー

マ
、
沢
井
製
薬
、
マ
リ
ン
フ
ー
ド
、
大
関
、
日
本
盛
、

読
売
ゴ
ル
フ
、
丸
北
、
ジ
ャ
ン
、
池
田
開
発
、
源
吉
兆

庵
、エ
ス
ケ
イ
エ
ム
、大
阪
植
物
検
疫
協
会
、　

他

〔
一
般
企
業
〕

ダ
イ
ハ
ツ
工
業
、
双
葉
産
業
富
士
シ
ー
ト
、
小
椋
工

業
、
グ
ロ
ー
イ
ン
グ
、
に
し
け
い
、
ス
テ
ッ
プ
ワ
ー

ク
、阪
急
阪
神
レ
ス
ト
ラ
ン
ズ
、阪
神
髭
定
、神
崎
合

紙
工
業
所
、萬
栄
、阪
急
阪
神
ホ
テ
ル
ズ
、な
だ
万
、

フ
ジ
オ
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
、
蓬
莱
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
東

洋
亭
、喜
八
洲
総
本
舗
、木
曽
路
、フ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
、

金
本
徳
、エ
ン
ド
商
事
、曲
田
商
店（
Ｋ
Ｙ
Ｋ
）、一
門

会（
串
か
つ
だ
る
ま
）、
朝
日
エ
ア
ー
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ

ス
、
小
値
賀
ア
イ
ラ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
、
オ
ン

テ
ッ
ク
ス
、イ
シ
ハ
ラ
、　

他

【
主
な
進
学
先
】

〔
関
連
〕

大
学

京
都
教
育
大
、
鳥
取
環
境
大（
２
）、
近
畿
大
、
龍
谷

大
、
甲
子
園
大
、
大
阪
青
山
大（
３
）、
日
本
大
、
東
京

農
業
大
、京
都
学
園
大

創立記念祭
11月8日（日）10時～15時のご案内

総会に出席される方は、年会費を所定の方法により11月末
までに事務局が確認できる形で納入してください。後ほ
ど、㈱サラトより案内および申込のお知らせが郵送されま
す。12月15日の発送を予定しております。

大阪府立園芸高等学校内　大園同窓会事務局　〒563-0037  大阪府池田市八王寺2-5-1   FAX 072-761-9295

編集
後記

大園同窓会総会

大園同窓会ホームページ　　http://www.daiendosokai.com

連絡・住所変更／訂正受付専用ホームページ（Web調査）  http://www.dousoukai.ne.jp/

同窓会では皆様方の交流の場となりますようホームページを開設しております。
ご覧いただく為に、 ①トップページの「新規登録」からユーザ情報を入力し「送信」。
 ②会員の確認が済めば、ご本人宛に承認メールが届き、会員登録が完了。
 ③メールのサイトＵＲＬをクリックし、「ログイン画面」よりログイン。

【問い合わせ先】　トップページ右上の「お問い合わせ」より必要事項を入力の上送信してください。

同窓会では、住所変更連絡をWeb上で受け付けられるようになりました。
○振込用紙右側「年会費振込みのお願い」にある各個人用の「仮ID」を、入力画面にて入力。
○ご本人宛に「正式なID」のメールが届きます。
○正式なIDを取得後、ご自身の住所・電話番号等のデータをWeb調査画面より修正していただけます。

【問い合わせ先】　このホームページに関するご意見・ご感想は  info@dousoukai.ne.jp  まで

事務局あて先 連絡は郵送かFAX、メールに限ります。電話での問い合わせにはお受けできません。

平成28年度

日時
のご案内

　当日は、11時から実習庭園内の同窓会館にて紅茶・コーヒー等の
用意をしております。同期の方々とお立ち寄りください。
　また、当日は車での来場はご遠慮願います。

　猛暑に台風・豪雨の夏でしたが、それもようやく過ぎ
て実りの秋を迎えることとなりました。
　そして、創立100周年の式典も近づいておりますが、
秦野会の先生方も含めまして同窓生のみなさまのご協
力で事業の準備は着々と進んでいます。これらの詳しい
報告は、次号（40号）で行う予定です。
　今年は、100周年との事からか池田市広報誌以外に
も地域雑誌の「クレハ」７月号で母校が取り上げられ注
目を集めています。母校の公式ホームページも新しくな
りましたので、この機会に現役生の活動をご覧になって
ください。
　また、創立記念祭にお越しになって現役生との交流も
いかがでしょうか。

2015.8

 

日 時　2016年１月30日（土） 

会 場　大江戸温泉物語・箕面観光ホテル
担 当　箕面支部
案 件　・会計報告　・行事報告　・その他

　　　 11：00開会　12：00懇親会

  
２
０
１
４
年
度

  
進
路
状
況

短
期
大
学

大
阪
青
山
大
学
短
期
大
学
部
、
東
洋
食
品
工
業
短
期

大（
２
）

専
門
学
校
、各
種
学
校

大
阪
調
理
製
菓
専
門（
３
）、
大
手
前
栄
養
学
院
専

門
、
大
阪
医
療
技
術
学
園
専
門
、
大
阪
ハ
イ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
専
門
、
な
ん
ば
ペ
ッ
ト
美
容
学
校
、
大
分
県

立
農
業
大
学
校
、
京
都
府
林
業
大
学
校
、
鳥
取
農
業

大
学
校
、兵
庫
県
農
業
大
学
校
、　

他

〔
非
関
連
〕

大
学

大
阪
学
院
大（
３
）大
阪
商
業
大
、
大
阪
電
気
通
信

大
、宝
塚
大

短
期
大
学

大
阪
夕
陽
ヶ
丘
学
園
短
大

専
門
学
校
、各
種
学
校

大
阪
行
岡
医
療
専
門
学
校
長
柄
校
、
履
正
社
医
療

ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校
、
東
洋
医
療
専
門
学
校
、
大
阪

保
育
福
祉
専
門
学
校（
２
）、
日
本
理
工
情
報
専
門
学

校
、
大
阪
自
動
車
専
門
学
校
、
南
大
阪
高
等
職
業
技

術
専
門
校
、　

他

  

園
芸
高
校
67
回
生

  

入
会
式

大園同窓会平成26年度
会 計 報 告

収 入 項 目 収 入 金 額

繰 越 金 3,380,323 

年 会 費 503,250 

入 会 金 728,000 

利 息 583 

計 4,612,156 

支 出 項 目 支 出 金 額

総 会 費 21,500 

会 報 費 998,308 

事 務 費 21,014 

卒 業 式 費 27,174 

１ ０ ０ 周 年
寄 付 奨 励 費 36,000 

記 念 祭 費 4,479 

幹 事 会 費 17,996 

計 1,126,471 

収 入 合 計 4,612,156 

支 出 合 計 1,126,471 

平 成 27 年 度
繰 越 金 3,485,685 


